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糸洲の老人クラブが復活！！～健康増進×地域貢献×伝統継承～

糸
満
市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

老人週間パネル展
を

開催します

　老人福祉法で
は、毎年9月15日

を「老人の日」と
し、同日から21

日

までの1週間を「
老人週間」と定め

ています。糸満市
では関連する取り

組みとして「老人
週間パネル展」を

実施します。

日時　9月10日（
火）～17日（火）

場所　市役所  1
階市民ロビー

　定年退職後に宮城県から糸洲に
移住しました。普段は家庭菜園で
野菜を作っていますが、老人クラブ
で会員の皆さんから育て方のアド
バイスをもらっています。移住当初
は不安もありましたが、このような
交流の場があって良かったと思いま
すし、宮城から送ってもらえるイノシ
シなどで会員の皆さんとバーベ
キューも行うようになりました。

　9月に行う綱引き行事前には、
綱となるベチバーの刈り取り作業を
老人クラブが協力して行い、また、
年に一度しか行わない綱打ち（綱
作り）では私たちが若い世代にやり
方を教えることで、地域の伝統を自
身の手で受け継いでいけることにう
れしさを感じます。仲間とともに汗
を流した後は、反省会でカラオケに
行ったりすることも楽しみですね。

　糸洲に住む私たちの年代の人
は、農家が多く、普段は忙しくてな
かなか集まる機会も多くありませ
ん。老人クラブが結成後は、集まる
機会が増え、楽しく、一緒に活動し、
それを区民に還元できることがうれ
しいです。今後は、老人クラブがもっ
と大きく、長く続けられるように、さ
まざまな地域行事を通して後輩を
育成していきたいです。

　老人クラブができたことで、人が
集まり、知恵を出し合うことで多く
の気づきを得られていると思いま
す。また、みんなで同じ方向を見て、
頑張ることがとても楽しいです。高
齢になると社会とのつながりが少な
くなってくるため、このような機会は
重要だと思いますし、仲間と楽しく
運動することで健康を維持できて
いると思います。

　役員のなり手不足のために
廃止となっていた糸洲自治会
の老人クラブが、今年6月、
33年ぶりに再結成し、糸満市
老人クラブ連合会へ加盟しま
した。クラブの名称を「糸洲シ
ルバー志80友志会」と名付け、
パークゴルフ大会や自治会活
動の協力などを行っています。
　「クラブがなかったため、集
まる機会も少なかった」と話す
現老人クラブの照屋秀幸会
長。自治会長から「老人クラブ
を再結成しませんか」という声
かけで、役員を引き受ける照
屋源裕さん、神里春行さんな
ど、同じ思いを持つ区民ととも
に、健康増進や地域貢献、伝
統継承を目的に老人クラブを
再結成し、現在、13人の会員
がいます。
　今回は9月15日の「老人の
日」に合わせて、糸洲老人ク
ラブの皆さんにお話を伺いま
した。
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　現在、日本は世界でも類を見な
い超少子高齢社会を迎え、団塊の
世代が75歳に到達する2025年は、
「2025年問題」と
言われ、医療介護
の課題が目前に
迫っています。
　そのような中でも地域の老人クラ
ブ活動は衰退し、糸満市老人クラブ
連合会に加盟するクラブ数は現在

12団体で、全盛
期の38団体か
ら大幅に減少し
ています。

　老人クラブは、60歳以上の人が
構成員となって地域で組織、活動す
る団体ですが、社会構造の変化とと
もに、老人クラブの活動変化と再起
が必要となっています。

超少子高齢社会の今、
老人クラブの活動変化
と再起が必要です！

　老人クラブ活動は、趣味や文化、
スポーツ以外の幅広い活動を行うこ
とができます。特にこれからは「介護
予防と相互の生活支援」という重要
な役割も期待されています。皆さん
の地域でも老人クラブ結成のご検
討をお願いします。

介護予防と相互の生活
支援のため老人クラブ
を結成しませんか？
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